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1. 日本の環境倫理学の現状について
環境倫理学は応用倫理学の一分野であり, 学問
領域としては ｢哲学・倫理学｣ に分類される｡ し
かし他方で, 環境倫理学は ｢環境問題研究｣ の一
つであるともいえる｡ つまり, 環境問題に対する
倫理学的アプローチを行う分野としても位置づけ






権｣ ｢世代間倫理｣ ｢地球全体主義｣ の 3点にしぼっ
た形で提示された (加藤 1991)｡ この加藤の整理
は, その後の日本の環境倫理学の基本的な枠組み
となり, 哲学・倫理学以外の専門家たちも, 加藤
の議論を踏襲してきた(2)｡ また高校の ｢倫理｣ の
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たりすることによって, 紛争の緩和や合意形成に















現在, ｢環境問題｣ というと, 地球温暖化が第
一にイメージされることが多いが(3), 実際には
｢環境問題｣ は多様な問題を包括的に示している
用語である｡ ます第一に, 範囲の問題がある｡ 国
境を越えたグローバルな環境問題としては, 地球
温暖化のほかに, オゾン層の破壊, 砂漠化, 酸性
雨, 熱帯林破壊, 海洋汚染, 生物多様性の減少な
どがある｡ 他方, よりローカルな問題としては,
例えば典型七公害 (大気汚染, 水質汚染, 土壌汚
染, 地盤沈下, 悪臭, 騒音, 振動) がある｡ 第二
に, 中身による分類が可能である｡ 寺西俊一は,






ここで, ｢環境｣ (environment) の定義を辞書
で調べてみると, 日本語でも英語でも ｢主体をめ
ぐり囲むもの｣ (that which environs) という意
味であることが分かる｡ 興味深いことに, ドイツ
語には, ｢環境｣ にあたる言葉は Umgebungと
Umwelt の二種類がある｡ どちらも ｢めぐり囲
むもの｣ という意味をもつが, Umgebungがい
わば ｢客観的｣ な環境であるのに対し, Umwelt

















だれ｣ のことである｡ 環境主体が存在して, はじ
めて環境というものができるのであり, 環境主体
が存在しなければ環境は存在しない｣ と述べてい
る (鈴木 1996：149)｡ このように ｢主体をめぐ
り囲むもの｣ としての環境は, あくまでも主体に
とっての環境ということになる｡
そこで次に, 我々が考察する ｢環境｣ の主体は



















































































では “geography” と表記するが, “geo” は土地,








(高橋ほか 1995：3)｡ また別の本では, 地理学の


















と ｢風土論｣ がある｡ これらの分野の詳細につい
ては別稿 (吉永 2007a) にゆずるが, 主要な担い
手はいずれも地理学者 (イーフー・トゥアン, エ
ドワード・レルフ, オギュスタン・ベルク) であ
る｡ 彼らによる, 空間 (space) と場所 (place)
の区分, 場所と没場所性 (placelessness) の区











































と考えている (Light 2002：441)｡ このような仕

























者を結ぶキーワードは ｢場所｣ (place) である｡
彼は, これまでの環境倫理学が原生自然地域







(Jonathan Smith) とともに, 1994年に ｢哲学・
地理学会｣ (Society for Philosophy and Geog-






















(Light & Smith 1997：12)｡
ライトとスミスは, この学会の立ち上げは成功
だったと評価する｡ 二つの分野を結びつけたこと




には, 社会学者, 人類学者, 政治学者や, 公共政
策, 都市計画・地域計画の人々, 建築家, 英文学





スは評価する (Light & Smith 1997：2)｡
その後, 1997年に, 学会での研究成果の普及
を目的として, ライトとスミスを共同編集者とす




ない｡ ここで彼らは, この雑誌のタイトル Phi-
losophy and Geographyが, Philosophy of Ge-
ographyではないことに注意を促している｡ す
なわち彼らは, この分野が, 科学哲学, 社会科学
の哲学, 経済学の哲学, 生物学の哲学, 物理学の
哲学といった, 哲学の下位分野ではないことを強
調している｡ このようなナントカ学の哲学 (Phi-















て発展することである, という点だ (Light &
Smith 1997：5)｡ Philosophy and Geographyの

















































学の枠を超えて, 一方では ｢環境｣ に関する諸分
野 (社会学, 文化人類学, 民俗学, 生態学, 歴史
学, 地理学) の研究を, 他方では ｢政策｣ に関す







( 1 ) 一般に, 環境倫理学者が報告と議論を行う舞台,







( 2 ) 生態学者の吉田正人は, 著作の中で ｢環境倫理｣
を ｢生物間倫理｣ ｢世代間倫理｣ ｢世代内倫理｣ の
3点にまとめている (吉田 2007)｡ 力点や内容に
違いがあるとはいえ (特に ｢地球全体主義｣ では
なく ｢世代内倫理｣ としているところなど), 一
見して, 加藤の議論が下敷きになっていることが
分かる｡
( 3 ) 2007年に, 筆者が担当した大学 1年生の講義
で, ｢あなたが環境問題と聞いてイメージする問
題は何か｣ と尋ねたところ, 受講者 60名のうち
約半数が ｢地球温暖化｣ と答えた｡
( 4 ) ｢人間中心主義｣ には異なるバージョンがある｡
すなわち, キリスト教倫理を人間中心主義の根源
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＊本稿は, 科学研究費 (若手 B) ｢｢都市の環境倫理｣










( 5 ) この点については以下で詳述した (吉永 2007a)｡

















( 8 ) 2009年 4月 28日のインタビュー記事より｡ 現
在リンク切れ｡ 関連する論文に (Light 2010) が
ある｡






(10) ここでライトとスミスは, ｢文学の哲学｣ (Phi-
losophy of literature) から, ｢文学と哲学｣ (Phi-
losophy and literature) への移行が起こってい








(11) ちなみに第 2 集のテーマは The Production
of Public Spaceであり, 公共空間に関する社会
哲学, 政治哲学が中心となる (Light & Smith
1998a) ｡ 第 3 集のテーマは Philosophies of
Placeであり, 場所概念の哲学的検討がなされて
いる (Light & Smith 1998b)｡ この雑誌は, 2004
年までに Vol. 7まで刊行され, 2005年に地理学
者による雑誌と合併し, Ethics, Place and Envi-
ronment: A journal of philosophy and geography
という名前で 2010年まで刊行された (Vol. 8か
ら Vol. 13まで)｡ その後, 2011年に編者がスミ
スからベンジャミン・ヘイルに変わり, 雑誌名も
Ethics, Policy and Environmentに変わっている
(Vol. 14以降, 現在まで続く)｡ この雑誌の Vol.
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